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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第67期

第１四半期
連結累計期間

第68期
第１四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 8,090,662 7,224,772 38,019,504

経常利益 (千円) 252,096 30,096 2,033,330

四半期（当期）純利益 (千円) 131,641 147,812 1,225,529

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 302,480 105,775 1,563,501

純資産額 (千円) 28,067,578 29,189,350 29,224,028

総資産額 (千円) 39,474,496 39,476,958 40,985,825

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 6.15 6.96 57.28

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 71.1 73.9 71.3
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引上げにともなう駆け込み需要の反動が影響し、消

費動向は減少傾向が見られたものの、政府・日本銀行による経済対策や金融政策などの各種政策効果を背景とし

て、国内景気は緩やかながらも回復基調にありました。

　建設業界におきましては、公共工事や国内需要の増加を背景とした民間工事にも投資加速の動きがありましたが

労務単価・資材価格の上昇などで、受注競争は一層厳しいものとなりました。

　このような受注環境のもと、当社グループは営業力の強化を重点課題として、安定的な受注量および適正利益の

確保に向け、再生可能エネルギー関連工事の施工実績拡大や新規顧客開拓を積極的に推進してまいりました（営業

停止処分期間中を除く。）が、当社においては独占禁止法違反があったとして、全国における電気工事業に関する

営業のうち、民間工事に係るものについて、平成26年６月11日から平成26年８月９日までの60日間の営業停止処分

を受けた影響がありました。これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、受注高79億82百万円（前年同四

半期比34.2％減）、売上高72億24百万円（前年同四半期比10.7％減）となりました。

　収益面では前年同四半期と比べ売上総利益率はわずかながら改善したものの、売上高の減少や人件費の増加など

の影響により営業損失55百万円（前年同四半期は営業損失34百万円）となりましたが、持分法による投資利益50百

万円などにより経常利益30百万円（前年同四半期は経常利益２億52百万円）となり、投資有価証券売却益２億円に

より四半期純利益１億47百万円（前年同四半期は四半期純利益１億31百万円）を計上する結果となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（日本）

当第１四半期連結累計期間の売上高は47億17百万円（前年同四半期比1.3％減）となり、営業利益は１億49百万

円（前年同四半期は、営業利益１億70百万円）となりました。

（東南アジア）

当第１四半期連結累計期間の売上高は20億11百万円（前年同四半期比28.9％減）となり、営業利益は32百万円

（前年同四半期は、営業利益70百万円）となりました。

（その他アジア）

当第１四半期連結累計期間の売上高は４億95百万円（前年同四半期比2.8％増）となり、営業損失は７百万円

（前年同四半期は、営業損失７百万円）となりました。

 

なお、「第２　事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しております。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産合計は、前連結会計年度末に比べ15億８百万円減少し、394億76百万円と

なりました。主な要因は、現金預金４億33百万円および未成工事支出金１億82百万円の増加に対し、受取手形・完

成工事未収入金等22億48百万円の減少などによるものです。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ14億74百万円減少し、102億87百万円となりました。主な要因は、支払手

形・工事未払金等５億42百万円および未払法人税等５億87百万円の減少などによるものです。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ34百万円減少し、291億89百万円となりました。

 

EDINET提出書類

株式会社サンテック(E00173)

四半期報告書

 4/16



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,805,000 23,805,000
東京証券取引所
（市場第二部）

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式であ
り、単元株式数は、1,000株で
あります。

計 23,805,000 23,805,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年４月１日～
平成26年６月30日

― 23,805,000 ― 1,190,250 ― 2,007,002

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式　　 　

2,567,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

20,997,000
20,997 ―

単元未満株式
普通株式

241,000
― ―

発行済株式総数 23,805,000 ― ―

総株主の議決権 ― 20,997 ―
 

(注) １ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が424株含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

② 【自己株式等】

平成26年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社サンテック

東京都千代田区二番町
３番地13

2,567,000 ─ 2,567,000 10.78

計 ― 2,567,000 ─ 2,567,000 10.78
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社サンテック(E00173)

四半期報告書

 6/16



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、東邦監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

株式会社サンテック(E00173)

四半期報告書

 7/16



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 12,434,946 12,868,369

  受取手形・完成工事未収入金等 13,170,755 10,922,242

  有価証券 1,798,851 1,798,761

  未成工事支出金 262,256 444,888

  繰延税金資産 175,786 127,193

  その他 1,488,554 1,545,668

  貸倒引当金 △1,789,211 △1,771,000

  流動資産合計 27,541,939 25,936,124

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 3,771,958 3,766,787

   その他（純額） 1,945,682 1,880,341

   有形固定資産合計 5,717,640 5,647,128

  無形固定資産 54,107 48,946

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,627,236 3,509,862

   投資不動産（純額） 3,564,268 3,633,505

   その他 657,192 879,150

   貸倒引当金 △176,560 △177,760

   投資その他の資産合計 7,672,137 7,844,759

  固定資産合計 13,443,885 13,540,834

 資産合計 40,985,825 39,476,958

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 6,986,091 6,443,742

  未払法人税等 629,810 42,598

  未成工事受入金 2,141,514 2,060,583

  完成工事補償引当金 21,000 21,000

  工事損失引当金 75,814 42,310

  賞与引当金 135,732 -

  その他 806,863 677,007

  流動負債合計 10,796,827 9,287,241

 固定負債   

  繰延税金負債 353,802 440,908

  役員退職慰労引当金 286,552 292,583

  退職給付に係る負債 47,597 -

  その他 277,017 266,874

  固定負債合計 964,969 1,000,367

 負債合計 11,761,797 10,287,608
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,190,250 1,190,250

  資本剰余金 2,007,002 2,007,002

  利益剰余金 26,184,936 26,192,750

  自己株式 △1,043,252 △1,043,707

  株主資本合計 28,338,936 28,346,295

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 496,879 504,330

  繰延ヘッジ損益 - △1,891

  為替換算調整勘定 401,196 352,402

  退職給付に係る調整累計額 △12,984 △11,786

  その他の包括利益累計額合計 885,092 843,054

 純資産合計 29,224,028 29,189,350

負債純資産合計 40,985,825 39,476,958
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 8,090,662 7,224,772

売上原価 7,323,865 6,443,063

売上総利益 766,796 781,708

販売費及び一般管理費 801,526 837,029

営業損失（△） △34,729 △55,321

営業外収益   

 受取利息 4,879 5,501

 受取配当金 25,302 24,522

 受取地代家賃 81,582 82,717

 為替差益 113,686 -

 持分法による投資利益 13,788 50,753

 その他 89,712 23,542

 営業外収益合計 328,952 187,037

営業外費用   

 不動産賃貸費用 25,830 38,041

 為替差損 - 29,224

 その他 16,295 34,354

 営業外費用合計 42,126 101,619

経常利益 252,096 30,096

特別利益   

 投資有価証券売却益 - 200,418

 特別利益合計 - 200,418

特別損失   

 固定資産除却損 1,935 168

 ゴルフ会員権退会損 1,000 -

 特別損失合計 2,935 168

税金等調整前四半期純利益 249,161 230,346

法人税等 117,520 82,534

少数株主損益調整前四半期純利益 131,641 147,812

少数株主利益 - -

四半期純利益 131,641 147,812
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 131,641 147,812

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 28,734 7,450

 繰延ヘッジ損益 - △1,891

 為替換算調整勘定 142,105 △48,794

 退職給付に係る調整額 - 1,197

 その他の包括利益合計 170,839 △42,037

四半期包括利益 302,480 105,775

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 302,480 105,775

 少数株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務

期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一

の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の投資その他の資産が223,667千円増加し、退職給付に係る負債が

34,612千円減少、利益剰余金が178,565千円増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

減価償却費 57,282千円 65,210千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 214,143 10 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 318,563 15 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　　前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２日本 東南アジア その他アジア 計

売上高       

  外部顧客への売上高 4,778,333 2,830,005 482,323 8,090,662 ― 8,090,662

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 4,778,333 2,830,005 482,323 8,090,662 ― 8,090,662

セグメント利益又は
損失（△）

170,110 70,520 △7,799 232,832 △267,562 △34,729
 

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△267,562千円は配賦不能営業費用であり、主なものは親会社管理部門に

係る費用であります。

２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（1） 東 南アジア ： シンガポール、タイ、マレーシア、ブルネイ、ベトナム、ミャンマー

（2） その他アジア ： 中国、台湾

 

　 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２日本 東南アジア その他アジア 計

売上高       

  外部顧客への売上高 4,717,352 2,011,805 495,614 7,224,772 ― 7,224,772

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― 84 ― 84 △84 ―

計 4,717,352 2,011,889 495,614 7,224,856 △84 7,224,772

セグメント利益又は
損失（△）

149,523 32,557 △7,921 174,159 △229,480 △55,321
 

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△229,480千円には、セグメント間取引消去△84千円、配賦不能営業費用

△229,396千円が含まれております。配賦不能営業費用は、主に親会社管理部門に係る費用であります。

２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（1） 東 南アジア ： シンガポール、タイ、マレーシア、ブルネイ、ベトナム、ミャンマー

（2） その他アジア ： 中国、台湾

 
２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

　なお、当該変更による各セグメント利益又は損失に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 6円15銭 6円96銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 131,641 147,812

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 131,641 147,812

    普通株式の期中平均株式数(株) 21,413,212 21,236,867
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

当社は、平成26年３月20日開催の取締役会において、武蔵野工業株式会社の発行する第三者割当による新株式を

引受け、同社を子会社化することを決議し、平成26年８月１日に取得手続を完了いたしました。

　以上の結果、当社は平成27年３月期第２四半期連結会計期間より、武蔵野工業株式会社を連結の範囲に含めるこ

ととなりました。　

１．子会社化（株式取得）の目的

　当社グループは、業界において総合設備工事業者として事業基盤の拡充を図ってまいりましたが、設備工事業界

の受注環境は一段と激化しており、空調管工事部門の事業拡大は喫緊の課題となっております。

　このような状況下、武蔵野工業株式会社の子会社化は空調管工事部門の新規案件および既往顧客のメンテナンス

など事業基盤の拡大が図れること、同社の既往顧客への電気設備工事参入機会が獲得できることにより、事業戦略

の幅を拡げ、成長機会の拡大ができると判断いたしました。

２．取得した会社の概要

　名　　称　武蔵野工業株式会社

　所 在 地　東京都目黒区東山一丁目２番７号

　代 表 者　取締役社長　佐藤　眞吉

　事業内容　空調・衛生・防災・電気設備設計施工・設備保守

　資 本 金　500,000千円

３．株式取得の方法

　当社は、武蔵野工業株式会社が100％減資の後、第三者割当増資にともない、新たに発行した普通株式20,000株の

うち14,000株を取得いたしました。

４．取得価額及び取得後の議決権比率

　取得価額　700,000千円

　取得後の議決権比率　70％

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社サンテック(E00173)

四半期報告書

15/16



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月８日

株式会社　サンテック

取締役会  御中

 

東　邦　監　査　法　人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　　矢　　崎　　英　　城　　印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　　小　　林　　広　　治　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サン

テックの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から

平成26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンテック及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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